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服部美佳子先生を偲んで
2009年11月１日、服部美佳子先生が急逝されました。本学に赴任されて４年目のことで
した。その２年前の夏、私は服部先生から「お話がある」と呼ばれました。「腫瘍が見つ
かったけれど、悪性かどうかはまだわからない」とのことでした。その後、悪性であった
こと、この先迷惑をかけることになるけれどもよろしくとのお話がありました。辛い気持
ちのはずの先生を前にして、私は動転してしまいました。先生の気がかりは、ひとえに大
学のことでありました。ご家族のこと、ご自分の人生、とりわけ研究者として存分に御活
躍でしたので、気がかりはたくさんあったはずなのに、教育者としての役割、立場を気に
かけておられたのです。入院から復帰を経て亡くなるまでの２年余、側にいても体調がす
ぐれないことは感じておりましたが、文字通り精力的に教育と研究に取り組まれました。
研究室の明かりが最後に消えるのは、服部研究室か私のところという感じでした。御病気
であることを忘れるほどの集中は、今になると、覚悟を決めての日々であったかと、その
思いに添うことのできなかったことを同僚として、心理臨床家として不甲斐なく思います。
服部先生は、2006年、大学院心理学研究科開設のとき、臨床心理学のエースとしてたく
さんの期待を担って本学に赴任されました。先生の名声は、発達障害の専門家として臨床
心理士の世界ではつとに知れ渡っていました。この領域の第一人者である上野一彦先生の
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愛弟子であること、歴史ある旭出学園で臨床と研究を積まれたこと等、心理臨床家にはう
らやましい経歴をお持ちの先生だったからです。
研究科では、通常のお仕事のほか、附属心理相談室（作新こころの相談クリニック）の
立ち上げ、運営にも多大な貢献をされました。現在、心理相談室で行われている発達障害
児のソーシャルスキルトレーニングと保護者への心理教育を含む治療面接（いずれもグル
ープ）、学習障害児への学習指導（個別とグループ）は、服部先生の構想に基づいて、院
生を陣頭指揮しながら作成されたプログラムがベースになっています。心理相談室、ある
いはそれぞれの職場で障害児の心理アセスメントや指導計画作成、教材作り、そして治療
や指導の面接にかかわっている修了生は、いずれも短期間の間に服部先生の薫陶を受けた
人たちです。その中から臨床心理士も誕生致しました。
先生が最後に教授会にお出になられたのは2009年10月末、体調がすぐれずお声を出すの
も大変な様子でしたが、特別支援学校教員養成にかかわる議題のなかで、小学校教員の養
成が今後の特別支援教員の養成に欠かせない旨の御発言をされました。現在、人間文化学
部は改組再編に取りかかっていますが、先生のお考えが実現する日も近いかもしれません。
昨年11月、先生の一周忌に恩師の上野一彦先生にお会いしました。院生であった頃のさま
ざまなエピソードをお伺いしましたが、大学センター試験で発達障害等を抱える受験生へ
の配慮が具体化したことにふれ、「一番喜んでいるのは美佳子さんだろうな」とつぶやく
ようにお話なさいました。上野先生こそもっとも御無念であったことと思います。
服部先生の領域は、今、急速な動きを見せています。着手していた博士論文の執筆が志
半ばになったことも含めて、私たちの目の前を駆け抜けていってしまわれた先生、まこと
に無念です。これからは、生前よく口にされていた「作新学院を愛しましょうよ」のこと
ばを胸に、人間文化学部、心理学研究科の発展に寄与することを先生にお誓いします。
服部先生、ありがとうございました。 合掌
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